
①月面洞窟に向けて移動 ②月面洞窟に潜る ④ながれに定着③ながれに辿りつく

ただよう

すみつく

①洞窟から宙へのながれを集まる　　　　　　　　　　　　②ねじる ③ひらく ④溢れ出すながれを創出

ながれ

①地球でルームモジュールを製作

　（第Ⅰ形態 ： プラヌラ）

②月面で住宅モジュールを結合

　（第Ⅱ形態 ： エフィラ）

③基盤に住宅モジュールはめ込む　　　　　　　　

（第Ⅲ形態 ： メテフィラ）

　

④被膜を形成 ・ 第二の生活空間の確保

（第Ⅲ形態 ： 成体）

くらげ

■Shape Diagram

■Frame Diagram

■Process

くらげは最古の多細胞生物の一つ。

流れに身を任せ、 優雅に泳ぐ姿は人々を魅了する。

人々と共に自由に月面を動き、

洞窟から宙へと通じる “ながれ” に乗り、 生活する。

生物のような、 宇宙船のような、 建築がいくつもの世代を渡り歩く。

月の洞窟という閉ざされた空間の中で、 生活の “ひかり” が溢れ出し、

幻想的な空間を創り出す。

そして、 “ひかり” と共に人々に癒しと安らぎを与え続ける。

■ヒトとクラゲとヒカリ

かがやきのつどい

■生活空間

　　ルームモジュールの組み合わせパターン例

①並べる ③渦巻く②重ねる ④離れる ⑤上がる下がる　　　
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